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同
友
会
大
学
で
の

約
７
カ
月
間
を
振
り

返
る
と
、
多
く
の
学

び
と
気
づ
き
に
満
ち

た
貴
重
な
時
間
で
あ

っ
た
と
感
じ
ま
す
。
講
義
で
は
、
経
済
や
科

学
、
法
律
、
教
育
、
地
域
社
会
の
在
り
方
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
テ
ー
マ
を
学
び
、
自
身
の

知
識
や
視
野
を
大
き
く
広
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
特
に
印
象
的
で
あ
っ
た
の
は
、
異

業
種
の
方
や
異
な
る
立
場
の
方
々
と
共
に
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
中
で
、
多
様
な
価

値
観
や
考
え
方
に
触
れ
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

日
頃
の
業
務
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
視
点
を

取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
自
分
の
考
え
方
の
偏

り
に
気
づ
き
、
よ
り
柔
軟
に
物
事
を
捉
え
る

力
が
養
わ
れ
た
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
他
者
の

意
見
を
尊
重
し
な
が
ら
自
分
の
意
見
を
整
理

し
、
議
論
を
進
め
る
難
し
さ
も
感
じ
つ
つ
、

立
場
や
経
験
の
異
な
る
方
々
と
の
意
見
交
換

を
通
じ
て
、
相
互
理
解
や
共
に
学
ん
で
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　
こ
の
７
カ
月
間
で
得
た
学
び
や
出
会
い

は
、
今
後
の
人
生
や
仕
事
に
お
い
て
大
き
な

財
産
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
度
は
、

貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
同
友
会

大
学
事
務
局
の
皆
様
、
講
師
の
方
々
、
第
73

期
の
皆
様
、
そ
し
て
背
中
を
押
し
て
送
り
出

し
て
頂
い
た
会
社
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
73
期
卒・サ
ン
マ
ル
コ
食
品（
株
）　
似
内　
菜
月
）

　

同
友
会
大
学
で
の

一
年
は
、「
知
る
こ
と
」

よ
り
も
「
考
え
続
け

る
こ
と
」
の
意
味
を

学
ぶ
時
間
だ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
講
義
で
扱
わ
れ
た
経
済
や
法
律
、
科
学
の

知
見
は
、
単
な
る
情
報
の
受
け
取
り
で
は
な

く
、
自
ら
の
現
場
や
人
生
に
照
ら
し
て
問
い

直
す
た
め
の
素
材
で
し
た
。
多
様
な
講
師
の

言
葉
や
、
グ
ル
ー
プ
内
で
交
わ
さ
れ
た
意
見

を
通
じ
て
、
価
値
観
の
違
い
を
学
び
合
い
な

が
ら
理
解
を
深
め
て
い
く
過
程
に
、
ま
さ
に

同
友
会
が
掲
げ
る
「
共
育
」
の
姿
を
感
じ
ま

し
た
。

　
い
ま
社
会
は
大
き
な
転
換
点
に
あ
り
ま

す
。
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
登
場
や
価
値
観
の
多

様
化
、
世
代
交
代
、
技
術
革
新
、
そ
し
て
人

口
減
少
。
企
業
も
個
人
も
、
も
は
や
過
去
の

延
長
線
上
で
は
生
き
ら
れ
な
い
時
代
に
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
私
た
ち
は
、
知
識
よ
り

も
「
構
造
を
読
み
取
る
力
」
と
「
他
者
と
補

完
し
合
う
関
係
性
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　
同
友
会
大
学
で
の
学
び
は
、
こ
う
し
た
変

化
を
受
け
止
め
、
自
ら
の
軸
を
磨
く
た
め
の

貴
重
な
訓
練
だ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　
学
び
と
は
、
修
了
と
と
も
に
終
わ
る
も
の

で
は
な
く
、
日
々
の
選
択
と
行
動
に
よ
っ
て

更
新
さ
れ
続
け
る
も
の
で
す
。
私
た
ち
73
期

生
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
培
っ
た
経
験
を

互
い
に
持
ち
寄
り
、
支
え
合
い
な
が
ら
次
の

世
代
へ
つ
な
げ
て
い
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　
と
も
に
学
び
、
悩
み
、
語
り
合
っ
た
仲
間

の
こ
れ
か
ら
の
挑
戦
に
、
心
か
ら
の
敬
意
と

エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

（
73
期
卒・共
通
Ｆ
ロ
ジ（
株
）　
八
尋　
創
造
）

卒
業
生
の
声
◆「
視
野
を
広
げ
、共
に
学
び
合
う
」

卒
業
生
の
声
◆「
考
え
続
け
る
力
」

　
２
０
２
５
年
９
月
29

日
、
第
73
期
同
友
会
大

学
の
卒
業
式
が
、
同
友

会
大
久
保
記
念
・
共
育

ホ
ー
ル
に
て
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
講
師
・
役
員
の
皆
様
を

は
じ
め
、
多
く
の
経
営
者
の
方
々
に
ご
臨
席
い

た
だ
き
、
温
か
な
雰
囲
気
の
中
で
節
目
の
日
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
僭
越
な
が
ら
、

私
の
視
点
か
ら
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
１
月
の
入
学
式
か
ら
９
月
の
卒
業
ま
で
の
約

９
カ
月
間
、第
73
期
は
「
経
営
の
本
質
」
や
「
人

を
生
か
す
組
織
づ
く
り
」
に
つ
い
て
学
び
を
深

め
て
き
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
異
業
種
の
仲
間
と
語
り
合
う
こ
と
で

多
様
な
考
え
方
や
価
値
観
に
触
れ
、
視
野
と
知

見
を
大
き
く
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
仲
間
と
の
出
会
い
こ
そ
が
、
同
友
会
大
学
で

得
た
最
も
大
き
な
財
産
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　
卒
業
式
で
は
、
藤
井
幸
一
代
表
理
事
の
ご
挨

拶
、
福
山
恵
太
郎
学
長
の
「
学
び
を
礎
に
実
践

の
中
で
力
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
」
と
の
力
強
い

お
言
葉
を
胸
に
刻
み
ま
し
た
。
努
力
賞
に
は

第
73
期
卒
業
式
報
告 

～
共
に
学
ん
だ
仲
間
と
の
絆
を
糧
に
～

（
株
）シ
ン
ク

シ
ス
テ
ム
ズ 

小
椋
俊
秀
会

長
、
敢
闘
賞

に
は
５
名
の

仲
間
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　
答
辞
で
小

椋
会
長
が
語

ら
れ
た
「
従

業
員
の
働
き

を
付
加
価
値
に
変
え
、
利
益
を
残
す
努
力
を

し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
言
葉
に
一
同
が
深

い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
30
名
で
始
ま
っ
た
第
73
期
の
う
ち
、
28
名

が
無
事
に
卒
業
を
迎
え
ま
し
た
。
共
に
学
び

励
ま
し
合
っ
た
仲
間
と
の
絆
は
、
私
た
ち
73

期
の
誇
り
で
す
。
こ
こ
で
得
た
学
び
と
つ
な

が
り
を
糧
に
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
と
社
会
に

貢
献
で
き
る
企
業
づ
く
り
・
人
づ
く
り
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
共
に
学
ん
だ
す
べ
て
の
方
々
に
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
73
期
卒・和
光
技
研（
株
）　
吉
田　
哲
也
）
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去
る
、
８
月
19

日
に（
株
）テ
ィ
ー

ピ
ー
パ
ッ
ク
様
へ

「
企
業
訪
問
」
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
北
海
道
同
友
会

代
表
理
事
で
取
締

役
会
長
の
池
川
和

人
様
よ
り
社
内
の

案
内
、
商
品
開
発

の
経
緯
や
就
業
環

境
な
ど
の
取
組
み

か
ら
福
利
厚
生
に

至
る
ま
で
、
た
っ

ぷ
り
と
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
意
思
決
定
が
速
い
」「
失

敗
を
許
容
す
る
企
業
文
化
」「
２
S
が
行
き
届

い
た
憧
れ
の
職
場
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。

（
68
期
卒・北
海
道
印
刷
企
画（
株
）鈴
木　
星
嗣
）

★
「
コ
ム
ラ
ー
ド
・
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
の
略
で
、
コ
ム
ラ
ー

ド
＝
同
志
、
仲
間
　
を
　
チ
ャ
ン
ネ
ル
＝
接
続
す
る
　

こ
と
を
目
的
と
し
た
、期
を
超
え
た
交
流
会
の
名
称
で
す
。

　

　
第
73
期
卒
業
生
報

告
＆
歓
迎
研
修
会

が
、
11
月
25
日
の

18
時
よ
り
20
時
ま
で

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
、
前
田
会
長
の

ご
挨
拶
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
改
め
て
同

友
会
大
学
を
無
事
卒

業
し
た
喜
び
が
こ
み

上
げ
て
き
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
73
期
生
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
レ

ポ
ー
ト・卒
論
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
Ａ
グ

ル
ー
プ
の（
株
）平
塚
建
具
製
作
所
の
吉
田
千

織
さ
ん
、
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
サ
ン
マ
ル
コ
食
品

（
株
）の
内
田
雅
樹
さ
ん
、
Ｃ
グ
ル
ー
プ
の
Ｆ

Ｒ
Ｓ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン（
株
）の
鈴
木
玲
央

さ
ん
、
Ｄ
グ
ル
ー
プ
の（
株
）柳
沼
の
阿
部
俊

幸
さ
ん
、
Ｅ
グ
ル
ー
プ
の
サ
ン
マ
ル
コ
食
品

（
株
）の
吉
田
佑
さ
ん
、
ど
の
発
表
も
素
晴
ら

し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
勉
強
に
な
る
内
容
で

し
た
。

　
そ
の
あ
と
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
、
私
は
グ
ル
ー
プ
の
司
会
を
仰
せ
つ
か

り
ま
し
た
の
で
、
進
行
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
グ
ル
ー
プ
代
表
に
よ
る
発
表
は
同
友
会

大
学
先
輩
の
小
林
豊
さ
ん（
67
期
卒
）で
し
た
。

と
て
も
心
に
残
る
発
表
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
本
会
の
最
後
は
楽
間
副
会
長
の
閉
会
の
ご

挨
拶
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
会
で
は
素
晴
ら
し
い
出
来
事
が
あ

り
ま
し
た
。
柳
沼
の
阿
部
さ
ん
に
女
の
子

が
生
ま
れ
た
こ
と
で
す
。
阿
部
さ
ん
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
同
友
会
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
自
社

の
中
で
、
そ
し
て
仕
事
で
と
、
き
っ
と
皆

様
は
活
か
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま

す
。
私
も
そ
う
あ
り
た
い
で
す
。
私
は
今

東
京
で
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
そ
し
て
行

政
書
士
事
務
所
を
経
営
し
て
い
ま
す
。
地

の
利
を
生
か
し
、「
北
海
道
と
本
州
の
架

け
橋
」「
北
海
道
と
海
外
の
架
け
橋
」
に

な
り
ま
す
。
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
私
を
お

使
い
く
だ
さ
い
。

（
73
期
卒
・
ラ
イ
フ
パ
ー
ト
ナ
ー

行
政
書
士
事
務
所　
小
和
田　
康
文
）

第
73
期
卒
業
生
報
告 

＆ 

歓
迎
研
修
会
を
開
催

５
名
が
一
押
し
レ
ポ
ー
ト
・
卒
論
を
報
告

　

65
期
・
68
期
同
期
会

と
称
し
、
去
る
７
月
20

日
、
き
た
え
ー
る
で
新

日
本
プ
ロ
レ
ス
観
戦
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
初

観
戦
の
仲
間
も
い
ま
し
た
が
、
迫
力
あ
る
試

合
展
開
に
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
観
戦
後
の

親
睦
会
で
は
プ
ロ
レ
ス
に
経
営
論
、
人
生
論

を
重
ね
熱
く
語
り
合
い
ま
し
た
。

（
65
期
卒
・
F
R
S
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン（
株
）

間
瀬　
彩
佳
）

6565
期期
＆＆
6868
期期
同
期
会
報
告

同
期
会
報
告

　

６
回
目
と
な
る
同
期

会
を
11
月
21
日
開
催
し
、

７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
、
初
参
加
の
方
は

な
ん
と
伊
達
市
か
ら
来

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

盛
り
上
げ
る
人
、
整

え
る
人
、
最
後
に
ビ
ン

ゴ
で
楽
し
ま
せ
る
人
等
、

難
し
く
な
く
緩
や
か
な

交
流
が
本
当
に
楽
し
い
ひ
と
時
で
し
た
。

　

次
回
は
、
来
年
５
月
29
日
で
す
。
60
期
の

皆
様
、
是
非
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
60
期
卒・（
福
）勤
医
協
福
祉
会　
太
田　
眞
智
子
）

6060
期
同
期
会
報
告

期
同
期
会
報
告

★ 

「
コ
ム
・
チ
ャ
ン
」企
画

～
会
員
企
業
へ
訪
問
～

日　
程
：
２
０
２
６
年
１
月
16
日
（
金
）

　
　
　
　
～
８
月
４
日
（
火
）

　
★
講
義
時
間
／
15
時
～
18
時
の
３
時
間
。

会　
場
：
大
久
保
記
念
・
共
育
ホ
ー
ル　
他

対
象
者
：
原
則
と
し
て
25
歳
以
上
の
会
員

企
業
の
社
員

定　
員
：
40
名
（
お
早
め
に
申
込
み
下
さ
い
）

申
込
期
限
：
２
０
２
５
年
１
月
９
日
（
金
）

※
詳
細
は
同
友
会
大
学
事
務
局
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

　
70
期
は
恒
例
行
事
と
な

り
ま
し
た
、
夏
の
情
報
交

換
会
を
８
月
29
日
に
実
施

し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

リ
ア
ル
参
加
で
き
な
か
っ

た
分
、
こ
の
機
会
に
み
な

さ
ん
と
意
見
交
換
で
き
る

こ
と
は
、
し
あ
わ
せ
な
こ

と
で
す
♪

　

１
月
に
は
卒
業
旅
行
で
苫
小
牧
に
行
き
た

い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
新
年
会
は
苫
小
牧

開
催
と
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
☆

（
70
期
卒
・
N
P
O
法
人
ネ
ク
ス
テ
ー
ジ

加
藤　
宏
昭
）

7070
期
同
期
会
報
告

期
同
期
会
報
告

第
74
期
同
友
会
大
学

受
講
生
募
集
の
ご
案
内


